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研究成果の概要（和文）：　自らの経験を語る際、人々は単に情報を伝達するだけでなく、自己と他者の位置づけを行
っている。本研究は、異文化間およびオンライン・コミュニケーションでのナラティブにおけるアイデンティティー構
築を検証する。
　まず、母語話者・非母語話者という、異文化接触場面においてはあたかも壁のように厳然と存在するカテゴリーを、
会話の参加者が研究者や同僚という別のカテゴリーを用いて容易に超克しうることが明らかとなった。
　さらに、語りのオンライン・コミュニティーでのやりとりから、現代社会においては媒体適応能力（または技術適応
能力）が必要だということがわかった。

研究成果の概要（英文）：     In recounting our experiences, we not only convey information but also positi
on ourselves in relation to others. This study examines identity construction by narrating in intercultura
l and online communication.
     First, it has been found that in intercultural communication, conversationalists may easily move beyo
nd the categorical dichotomy between native speaker and non-native speaker, using other categories such as
 fellow researcher and colleague.
     Then, through the exchange in online community of narrative, it became clear that these days ability 
to adapt to media (or technology) is necessary.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 談話研究　ナラティブ　アイデンティティー

言語学・言語学



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景	 	 
⑴	 社会言語学および語用論、談話研究にお
けるナラティブの研究は、Labov	 &	 Waletzky	 
(1967)および Labov	 (1972)におけるナラティ
ブの構造の研究に始まる。これらによれば、
ナラティブは実際に起きた（と推定される）
過去の出来事の経験を要約する行為／産物
であり、十分に展開された（簡略化されてい
ない）ナラティブは概要、方向付け、出来事、
評価、結果、終結部の 6	 要素から成る。また、
過去の出来事を要約する、時間順に配列され
た節が 2つ連続していれば、それは最低限の
ナラティブであると構造的に定義される。し
かし近年、ナラティブの機能に関する研究が
注目を集めつつある。例えば Marra	 and	 
Holmes	 (2004)は，ナラティブを定義するに
は構造的な基準だけでは不十分で、文脈を考
慮に入れた機能的な基準が必要であると述
べている。	 
	 
⑵	 また、分析の対象となるナラティブには、
インタビューの中で聞き出され、1 人の話し
手が質問に答える形で一方的に喧嘩や死の
危機などの経験を語るものが伝統的に多い。
しかし最近では、日々の生活の中で一時的に
話される small	 stories（短く些細な話）
(Bamberg	 2004a,	 2004b,	 	 Georgakopoulou	 
2006b,	 2007,	 2008,	 Bamberg	 &	 
Georgakopoulou	 2008)、複数の話し手による
（再度の）語り(Norrick	 2000)、将来の予定
の話(Georgakopoulou	 2004,	 2006a,	 2007)な
どをもナラティブ研究の対象に含めようと
いう新しい動きが見られる。Georgakopoulou
（2006b）はまたナラティブ研究の潮流を振
り返り、1970 年代頃のテクストとしてのナラ
ティブの研究を「第一の波」、80~90 年代中
心の文脈におけるナラティブの研究を「第二
の波」、そして現代のナラティブとアイデン
ティティーの研究を「第三の波」としている。	 
	 
⑶	 このように、国外ではナラティブ研究が
転換期を迎え、今まさに新たな展開を遂げて
いるのに対し、国内ではいまだに伝統的な研
究方法・研究対象・問題意識による研究が主
流である。	 
	 
２．研究の目的	 
⑴①	 応募者は、2009 年 7 月にメルボルンで
開催された国際会議で、異文化間コミュニケ
ーションにおける語り、具体的には台湾人と
日本人の間の日本語での日常会話における
small	 stories を、ポジショニング理論の枠
組みに基づき、会話分析および成員カテゴリ
ー化分析の方法や概念を用いた分析を発表
し た 。 こ の 研 究 で は 、 Bamberg	 &	 
Georgakopoulou	 (2008)	 において提唱されて
いる 3 つのレベルにおける問い、すなわち、
語られる世界において登場人物がどう位置
づけられているか、語り（相互行為）の世界
において語り手が自己と聞き手をどう位置

づけているか、また優勢である／標準的な言
説に対して自己をどう位置づけているか、と
いう問いを立てた。ここでは特に、前者の 2
つのミクロレベルにおける分析から、i)母語
話者／非母語話者というアイデンティティ
ーの違いが、非母語話者自身の言語能力への
自信のなさの表出により明らかになること、
ii)非母語話者のことばを下手ではないと評
価すること自体が母語話者としてのアイデ
ンティティーを示していること、そして iii)
非母語話者のことばはコメントされ、修正さ
れるものであり、また母語話者のように話せ
るはずがないという言説が存在することが
わかった。この結果、母語話者／非母語話者
というアイデンティティーが constructed	 
dialogue（創作話法）を通して喚起され、受
容され、維持されることが浮き彫りになった。	 
	 
②	 応募者はまた、2008 年 3 月に出版された
論文集（和文・編著）において、これまでナ
ラティブ研究の対象になることがなかった、
コンピューターを介したコミュニケーショ
ン(Computer-Mediated	 Communication、以下
CMC)における語り、具体的にはファンサイト
と呼ばれるウェブサイトへの投稿に着目し
た。まず、ファンサイトに寄せられたライブ
レポという名の投稿は、機能的な定義に従う
とそのほとんど全てがナラティブと言える
こと、そしてそのジャンルの選択は、喜びを
表現し伝え、共に語り合い、またライブでの
出来事を知らせるのに適しているからだと
の考えを示した。次に、そのナラティブには
レベルの違う 2つの種類の引用が比較的多く
見られ、そのうち「ライブにおける発話の引
用」は、ナラティブにおいて多くの異なる機
能をもち、また同一の引用が同時に複数の機
能を果たす効果的な修辞装置であること、そ
して「電子メディアの引用機能を用いた引
用」は、何についての言及であるかを明確に
し、投稿者同士の意見の交換を容易にするこ
とを示した。さらに、共通体験のナラティブ
の書き込みとその読みおよびそれらへのコ
メントがファン同士を結びつけ、その絆を深
めることに貢献しているさま、つまりファン
サイトというインターネット上の仮想空間
での語りが、オンラインでのコミュニティー
の形成および維持、強化に寄与しているさま
を描いた。	 
	 
③	 さらに、2008 年 11 月に出版された論文
集（英文）においては、同種のデータを用い、
このコミュニティーに見られるグループ・ア
イデンティティーが、Herring	 (2004)	 の挙
げるオンライン・コミュニティーの基準のう
ち少なくとも、参与、共有された文化、成員
の自己認識の点において明確に示されてい
ることを指摘した。	 
	 
⑵	 上記の研究成果をもとに、本研究におい
ては、文化的背景の異なる者同士の会話のデ



ータを多数収集し、その small	 stories の中
においてアイデンティティーがどのように
構築されているのか、またその構築に共通す
るパターンがあるか、あるとすればそれはど
のようなものかを解明する。さらに、オンラ
インでのコミュニケーションによる語り、ま
たその語りの中での自己と他者の位置づけ
が、対面コミュニケーションとどのように異
なっているのかを、言語的分析にとどまらず、
マルチモードの分析を行うことで明らかに
する。	 
	 
⑶	 本研究は、これまでの日本におけるナラ
ティブ研究においてほとんど扱われること
がなかったデータ・アプローチ・概念を用い
る点に特色がある。具体的には、異文化接触
場面やコンピューターを介したコミュニケ
ーションで語られるナラティブなどのデー
タ、マルチモード分析やクリティカル・ディ
スコース分析などのアプローチ、実践共同体
（Wenger	 1998）やポジショニング	 (Davies	 
and	 Harré	 1990,	 Bamberg	 1997)	 などの概念
を用いる点が独創的である。	 
	 
⑷	 文化的背景が異なる者同士の、またオン
ラインでのコミュニケーション行動を知る
ことは、日本が現在急速に迎えつつある多文
化共生社会および情報化社会においてより
よいコミュニケーションの実践に有益な示
唆を与えるに違いない。	 
	 
３．研究の方法	 
⑴	 会話のデータ収集については、文化的背
景の異なる者の会話を録音・録画し、ナラテ
ィブを抽出する。また、その後にインタビュ
ーを行い、彼らが自己と他者のアイデンティ
ティーについてどのような意識をもってい
るかを尋ねる。	 
	 
⑵	 オンラインのデータ収集については、ネ
ット上でのコミュニケーション（チャット・
掲示板・ブロクなど）を収集する。また、そ
れらを紙媒体および電子媒体において保存
する。	 
	 
４．研究成果	 
⑴①	 異文化接触場面のナラティブによる
アイデンティティーの構築に関して、日本語
母語話者である日本人とその学友で非母語
話者である台湾人、日本語母語話者である日
本人とその同僚で非母語話者である中国人
が、それぞれ行う自由会話を分析し、特にそ
の中に現れるナラティブによってアイデン
ティティーが構築されるプロセスを検証し
た。ポジショニング理論を用いてデータを詳
細に検討した結果、会話の参加者が、母語話
者・非母語話者というアイデンティティー、
超上級日本語非母語話者としてのアイデン
ティティー、研究者や同僚というアイデンテ
ィティーを交渉している様子が明らかにな

った。さらに、母語話者・非母語話者という、
異文化接触場面においてはあたかも壁のよ
うに厳然と存在するカテゴリーを、会話の参
加者が研究者や同僚という別のカテゴリー
を用いて超克し、個人対個人としてやりとり
していることも明らかとなった。	 
	 
②	 最後に指摘した、共有する別カテゴリー
の利用による人間関係の再構築は、インター
カルチュラル・コミュニケーションにおける
問題を解決するヒントになりうる。一口に
「文化的背景が異なる」と言っても、当事者
間で全ての点において異なっていることは
なく、また異なる点があったとしても、それ
らは程度の差であることがほとんどである。
多かれ少なかれ同じ点や似た点もあるはず
で、本質的な違いがある訳ではない。よって、
相違点に着目して対立を煽るか、共通点や類
似点に着目して協調を図るかは、当事者の選
択によるものと言える。だとすれば、インタ
ーカルチュラル・コミュニケーションにおけ
る問題とは、必然的に避けられないものでは
なく、当事者間の努力により乗り越えること
が可能なものと考えることができる。	 
	 
⑵①	 現代における新しいメディアを利用
したコミュニケーションがどのようなもの
か、またそれに求められる能力とはいかなる
ものかを考察した。具体的には、語りのオン
ライン・コミュニティーを例とし、CMC の特
性を対面での言語コミュニケーションと比
較して描写した。CMC の分類案に基づいた記
述および分析から浮び上がってきたのは、新
しいメディアを利用したコミュニケーショ
ンでは、これまでとは異なる伝達能力が求め
られるということである。伝達能力はこれま
で、談話能力、文法能力（または言語能力）、
社会言語学的能力（または社会文化的能力と
行動能力）、戦略的能力から構成されると指
摘されてきた。本稿における CMC の特性の記
述・分析から明らかになったのは、伝達能力
にはこれらに加えて媒体の技術的仕様に適
応する能力、つまり媒体適応能力（または技
術適応能力）が必要だということである。こ
の能力については、技術の程度が低く、メデ
ィアの種類が限定され、対面でのやりとりが
主たる伝達手段であった時代にはあまり考
慮する必要がなかったものの、技術が発展し、
多様化したメディアを介したやりとりが頻
繁に行われるようになると、それぞれの媒体
の技術的特徴を理解し、それに対応する能力
が重要視されるようになった。	 
	 
②	 技術適応能力自体の構成要素として、特
に CMC に関しては媒体（技術的）要因に応じ
て柔軟に行動する能力が当てはまる。一方、
状況（社会的）要因に対応する能力は、その
福次的構成要素として活動／ジャンルなど
を含む談話能力や、参加者などを含む社会文
化的能力と重なる。	 



	 CMC の普及は不可逆的な動きであり、今後
ますます盛んになると思われる。媒体の技術
的特徴を理解しそれを使いこなす技術を身
につけることは、正確で適切な意思疎通に有
益であり、今後より重要度を増すだろう。ま
た、伝達能力を明らかにすることが言語教育
に示唆を与えてきたように、伝達能力の一部
である技術適応能力を解き明かすことは、コ
ンピューター・リテラシー、さらにはコンピ
ューターを介した人間関係の構築に資する
はずである。	 
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